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審 査 結 果 の 要 旨 
 加齢黄斑変性(Age-related macular degeneration; 以下 AMD)は,本邦においても急増中の視力予後不良な
疾患であるが,現在行われている治療法の効果は一時的なものであり,根治的な治療法は未だ存在せず,
新たな治療法の創出が求められている. 
 申請者は ,病早期に網膜下で慢性炎症が持続していること ,そしてマクロファージが脈絡膜毛細血管
(Choroidal neovascularization; CNV)から網膜側へ遊走してきていることに着目し,マクロファージと網膜色素上
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